
『フレームワーク【WEBセミナー】』 セミナー申込書

　必要事項をご明記の上、FAXでお申込み下

さい。弊社で確認後、必ず受領のご連絡をい
たします。受講用URLは後日お送りいたしま
す。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的
にお受けしておりませんので、ご都合により出
席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

NO. 251117

◆日時：2025年11月7日（金）10：30～16：30

◆会場：自宅や職場など世界中どこでも受講可　

◆聴講料 ： 1名につき55,000円（税込、資料付）　

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

　製品開発業務では様々な「迷い」「混乱」「困りごと」「無知」「認識不足」が起こり、私たち強いてはプロジェクトチームを苦しめます。自分だけでは解決不可能な「困りごと

」もしばしばあります。仕事は、ひとりでやれるものではありません。そこで、「考え方を整理する（思考の強化）」「仕事の進め方を整理する（作業時間短縮）」「みんなで共通

の目標を持って進める（共通認識の形成）」などのルールや手順を定めた「フレームワーク」が役立ちます。仕事の進め方が上手な人、経験を積んでいるベテランさんは意

識的/無意識関わらずフレームワークを有効に利用して周囲との意思疎通を柔軟にし、開発をぐいぐい進めていきます。今回、開発現場・製造現場に特化して、主要なフ

レームワークと、その目的・使い方について仕事の流れに沿って、一緒に見ていきたいと思います。 みなさんの仕事の合理化・効率化のお役に立てれば幸いです。

●講師 : 神上コーポレーション株式会社 顧問 構造アナリスト　平池 学　氏

【LIVE配信セミナーとは？】

・本セミナーは「Zoom」を使ったライブ配信セミナーとなります。「ミーティング用Zoomクライアント」をダウンロードするか、Web ブラウザから参加するかの2種類がございます。 

  ZOOM WEBセミナーのはじめかた（http://www.rdsc.co.jp/files/instruction/zoom.pdf）をご覧ください。

・お申込み後、受理のご連絡メールをさせていただきます。一部メールが通常セミナー形式（受講券、請求書、会場の地図）になっておりますが、LIVE配信のみのセミナーです。

・お申込み後、接続テスト用のURL（https://zoom.us/test）から「ミーティングテストに参加」を押していただき動作確認をお願いします。

・後日、別途視聴用のURLをメールにてご連絡申し上げます。セミナー開催日時の10分前に、視聴サイトにログインしていただき、ご視聴ください。

・セミナー資料は前日までには、お送りいたします。タブレットやスマートフォンでも視聴できます。

製品設計・開発におけるフレームワーク有効活用
 ～製品開発プロセスの時間短縮，論理的業務推進～　【LIVE配信】 

１． 開発プロセス　～モノづくりの流れ ～
２． 事業検討　～ 新しい製品・サービスの概念創造 ～
　　　2-1. ブレインストーミング　　2-2. ペルソナ　　　2-3. 3C分析
　　　2-4. 4P分析　　　　　　　　　　2-5. Need/Wantマトリクス
　　　2-6. ビジネスモデルキャンバス
３． 商品企画　～ 新商品の企画検討 ～
　　　3-1. 目標設定　　　　　　　　　3-2. ロードマップ
　　　3-3. As is / To be　　　 　　　3-4. スキーム図
　　　3-5. SCM　　　　　　　　　　　　3-6. 商品企画書
４． 構想　～ 実現へ向けて作業着手 ～
５． 設計　～ モノづくりの開始 ～
　　　5-1. シックスシグマ　　　　　　5-2. グラフ化
　　　5-3. パレート図　　　　　 　　　5-4. PLC
　　　5-5. PDM / BOM

【プログラム】 ※内容を省略して掲載しております。詳細はHPでご確認下さい。 

６． 試作　～ モノを具体化する ～
　　　6-1. シックスシグマ　　　　　　　　 　　6-2. 新QC七つ道具
　　　6-3. グラフ化　　　　　　　　　　　　　　6-4. ロジックツリー
　　　6-5. なぜなぜ分析　　　　　　　　　　　6-6. ペイオフマトリクス
　　　6-7. PDCA
７． 量産 / 製造　～ マスプロダクトへの移行 ～
　　　7-1. QC七つ道具　　　　　　　 　　　　7-2. 工程能力指数
　　　7-3. 回帰分析
８． 販売 / 保証 / クレーム / 開発後
９． プロセスを横断して使うフレームワーク
　　　9-1. 5S　　　　　　　　　　
　　　9-2. ムリ・ムダ・ムラ　　　　　　　　　　9-3. ECRS
　　　9-4. ホウレンソウ・カクレンボウ　　　9-5. 5W1H
１０． まとめ 【質疑応答】

URL：https://www.rdsc.co.jp/seminar/251117

セミナーお申込みＦＡＸ
０３－５８５７－４８１２

※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

※会員登録（無料）をしていただいた方には下記の割引・特典を適用します。
　　　・1名でお申込みされた場合、1名につき49,500円（税込）
　　　・2名同時でお申し込みされた場合、2人目は無料（2名で55,000円（税込））


